拝復　このたびの近火につきましては、早速ご丁重なるお見舞いを賜り、厚くお礼申し上げます。

　一時は、風向きも悪く、非常に危険な状態となりましたが、幸いにも消防当局の適切なご活躍のおかげで、被害を免れることができました。

　他事ながら、ご安心のほどお願い申し上げます。いろいろとご心配をいただき、ありがとうございました。

　まずは、とりあえず書中をもって、お礼かたがたご報告申し上げます。
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